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■ 県立高校が変わります ～ 改革前期実施計画（2019～2023年度）～

《少子化の進行》

福島県の中学校卒業（見込）者数を見てみると、以下のようになります。

１９９９年３月 ２８，９８８人

２０１０年３月 ２１，９３０人

２０１７年３月 １８，４８２人

２０２３年３月 １５，５１１人 ２０１７年度～２０２８年度までの減少数

２０２８年３月 １３，１４４人 △ 約５，３００人（△２８．９％）

望ましい学級規模を１学年４～６学級とすると、２０１７年度から２０２８年度の間に、県立

高校全体で１０４学級程度の削減が必要になります。既に、２０１８年度に１５学級削減してお

り、今後、さらに８９学級程度の削減が必要です。これは、１学年４学級規模の学校、約２２校

の減に相当します。

参考までに、福島県の市町村立小・中学校数の状況は次のとおりです。

小学校 平成２０年度 ５１２校 → 平成３０年度 ４３６校 △７６校

中学校 平成２０年度 ２３８校 → 平成３０年度 ２１８校 △２０校

《県立高等学校の小規模校化》

福島県では、東日本大震災の影響もあり、これまでは基本的に学校数を維持したままで学級数

を減らしてきました。

１学年当たりの学級数で見た学校規模を全国と比較してみると、１学年当たり３学級以下の小

規模校は全日制課程全体の３７．１％であり、全国平均２０．７％に比べて高い割合になってい

ます。

特に、１学年当たり２学級規模の学校は２３．５％であり、全国平均７．５％に比べて非常に

高い割合になっています。

少子化の中であっても教育活動を充実させていく必要があり、このような状況から高校改革は

避けては通れません。各高等学校の新たな在り方を検討し、再編整備と特色化を図る中で、魅力

ある高等学校づくりを推進することになりました。



《県立高等学校改革計画のポイント》

① 望ましい学級規模を１学年４～６学級とし、３学級以下の学校については、学校の魅力

化を図りながら都市部も含めて統合を推進する。

② 過疎・中山間地域においては、学習機会の確保のために、１学年１学級規模の本校化な

どを例外的に実施する。また、新たな分校は設置しない。

③ ２５校を対象として統合等を推進する。分校２校は募集を停止する。３校を１学級で本

校化する。

④ 全ての学校を６つの学校群のいずれかに位置づけ、各校の特色化を推進する。

⑤ 探究活動、課題解決型学習の推進、地域自治体、企業、大学等との連携により、地域を

学習フィールドとした地域課題の探究活動を推進する。

《再編する高等学校と再編の方向性【県北地区】》

学校名 2018年度（H30）の学科 実施予定年度 再編の方向性（学科・学級数）

梁 川 普通 ２

２０２３年度 普通 ６

保 原 普通４・商業１ ５

二本松工業 工業 ３

２０２３年度 工業３・家庭１ ４

安達東 総合 ２

《伊達地区の新しい学校づくり》

◇ 開校年度 ２０２３年度予定

◇ 使用校舎 保原高等学校の校舎

◇ 学科構成 普通科６学級

◇ 統合校における教育活動の方向性

〇 生徒の多様な進路希望に対応した丁寧なキャリア教育や地域と連携した教育活動等

により、生徒の学びを充実させ、地域を支える核となる人材を育成するキャリア指導

推進校に位置づけます。

〇 梁川と保原の取組を継承し、生徒一人一人へのきめ細かな学習指導と、ＩＣＴ機器

を積極的に活用した探究的な学びを推進するとともに、進学から就職までの幅広い進

路希望に応じた進路指導により、生徒の進路実現を図ります。

〇 地元企業や伊達市との連携により、地域に根ざした人材を育成します。

◇ 検討する統合校の特色化

〇 商業科における取組を発展させた普通科における地域活性化に向けた課題探究学習

〇 進路希望に応じたコース制の導入 〇 ＩＣＴ機器活用によるアクティブ・ラーニング


